
162 163

年

隆
盛

隆
盛

1977

無敵のオリンピック王者・髙田裕司が
4年連続世界一へ

（昭和52年）1977

◆この年の主な出来事

 1月 品川駅付近の電話ボックスなどに置かれ
た青酸入りコーラで2人死亡

 4月 日劇ダンシングチーム最終公演
 6月 樋口久子が全米女子プロゴルフ選手権で

初優勝
 7月 ニューヨークで大停電
  静止気象衛星「ひまわり」打ち上げに成功
 8月 北海道・有珠山噴火
  中国共産党、文化大革命終結を宣言し、「4

つの近代化」路線へ
 9月 王貞治が世界記録の756本塁打
  日本赤軍がボンベイで日航機ハイジャッ

ク。超法規的措置がとられる
 12月 チャップリン死去

　オリンピックの翌年はワールドカップ出場から

始まった。3月26 ～ 27日に米国・トレドで行われ

た大会に学生で固めたチームを派遣。1勝2敗で3

位に終わったものの、52kg級の清水清人（日体大）

が個人優勝と健闘。1964年東京オリンピック以来、

4大会連続で金メダルを取っている伝統階級の強

さを見せつけた。

　清水は続いて参加した全米選手権（4月7～ 9日、

エイムズ）でも優勝。この大会では57kg級の山路

明（国士舘大）も勝った。

　こうした日体大と国士舘大の躍進に待ったをか

けるように、5月7～ 9日と31日に東京・駒沢体育館

で行われた東日本学生リーグ戦は、決勝で日大が

専大を破り、9年ぶり3度目の優勝。大学レスリン

グ界は、国士舘大、日体大、日大が争う時代に突入

した。

　6月3～ 5日に東京体育館で全日本選手権が行わ

れ、フリースタイル52kg級はモントリオール・オリ

ンピック優勝の髙田裕司（日体大研）が、オリンピッ

ク以来約10カ月ぶりの大会に出場。ブランクをも

のともせずに6試合に圧勝し、この年から授与され

ることになった天皇杯を受賞した。

　全体としてみるなら、オリンピックを機に引退

した選手も多かったため若手の台頭が目立ち、20

階級中15階級が初優勝だった。

ユニバーシアードで藤沢信雄と
清水清人が優勝

　シニアの世界選手権を前にして、7月11～ 16日

に米国ラスベガスで世界ジュニア選手権が開催さ

れ、6月8～ 10日の日本代表選考会（東京・青少年総

合センター）の優勝者を中心に出場した。フリース

タイル82kg級の太田章（早大）が銅メダル、グレコ

ローマン48kg級の山岸隆（法大）が銅メダルを取っ

ただけに終わり、この世代の強化が急務となった。

　1973年以来2大会ぶりの実施となったユニバー

シアード（8月25～ 27日、ブルガリア・ソフィア＝

フリースタイルのみ）では、48kg級の藤沢信雄（大

東大職）と52kg級の清水清人（日体大）が優勝した

ほか、57kg級の佐藤勉（専大）と62kg級の多賀恒雄

（明大）の2選手が銀メダルを獲得。総合で3位に入

る好成績を残した。

フリースタイル57kg級で佐々木禎も世界一

　世界選手権は、グレコローマンが10月14 ～ 17

日にスウェーデン・ゴテボルグで、フリースタイル

が10月21～ 23日にスイス・ローザンヌで行われ、

全日本選手権優勝者が出場した。グレコローマン

は入賞者がなく、全員が3回戦までで姿を消す惨

敗。あらためてグレコローマンの強化に課題を残

した。

　対照的にフリースタイルは好調で、52kg級の髙

1976

モントリオール・オリンピック　【日本選手成績】
1976年7月20 ～24日＝グレコローマン、7月27～31日＝フリースタイル　カナダ・モントリオール

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 7回戦 順位

48kg級
（18名）

工藤　章
（三信電気）

○フォール、1'18"
Claudio Pollio
（イタリア）

○警告、6'50"
Juergen Moebius
（東ドイツ）

ＢＹＥ
○25－2
Willi Heckmann
（西ドイツ）

○16－2
Li Yong Nam
（北朝鮮）

●両者警告
Roman Dmitriev
（ソ連）

●警告
Hassan Issaev
（ブルガリア）

3位

52kg級
（19名）

髙田　裕司
（日体大研）

○フォール、1'10"
Gordon Bertie
（カナダ）

○フォール、1'15"
Kamil Ozdag
（トルコ）

○フォール、1'16"
Julien Mewis
（ベルギー）

○フォール、5'39"
Wladyslaw Stecyk
（ポーランド）

○フォール、1'54"
Henrik Gal
（ハンガリー）

○20－11
Alexander Ivanov
（ソ連）

○フォール、1'46"
Jeon Hae Sup
（韓国）

優勝

57kg級
（21名）

荒井　政雄
（斎藤道場）

○13－8
Mikho Dovkov
（ブルガリア）

○フォール、1'28"
Allah Ditta
（パキスタン）

○フォール、8'54"
Joe Corse
（米国）

○18－7
Li Ho Pyong
（北朝鮮）

●5－11
Vladimir Jumin
（ソ連）

○19－3
Migid Choilogdorj
（モンゴル）

●7－10
Hans-Dieter Bruechert
（東ドイツ）

3位

62kg級
（17名）

前川　健吉
（自衛隊）

○8－4
Petre Coman
（ルーマニア）

●4－4
Muhamad Farahvashi
（イラン）

ＢＹＥ
●両者警告
Ivan Yankov
（ブルガリア）

―

68kg級
（24名）

菅原　弥三郎
（国士舘大教）

○8－7
Memet Sari
（トルコ）

○フォール、2'27"
Saban Seijdi

（ユーゴスラビア）

●警告
Lloyd Weldon Keaser

（米国）

○16－1
Mohammad-Rezae Navai

（イラン）
ＢＹＥ

○5－5
Pavel Pinigin
（ソ連）

3位

74kg級
（21名）

伊達　治一郎
（国士舘大教）

○フォール、1'41"
D. Herrick

（プエルトリコ）

○フォール、1'39"
Zeveguin Duvchin
（モンゴル）

○フォール、7'03"
Fred Hempel
（東ドイツ）

○フォール、2'13"
Yoo Jae-Kwon
（韓国）

○フォール、4'06"
Marin Pircalabu
（ルーマニア）

○10－5
Stanley Joseph Dziedzic

（米国）

○フォール、3'07"
Mansoor Barzegar
（イラン）

優勝

82kg級
（18名）

茂木　優
（秋田・秋田商高教）

●フォール、1'03"
Ismal Abilov
（ブルガリア）

○フォール、0'41"
D. Aspin

（ニュージーランド）

○警告
C. Gochodsvren
（モンゴル）

●フォール、1'34"
Victor Novojilov
（ソ連）

―

90kg級
（21名）

谷津　嘉章
（日大）

○フォール、8'32"
F-Soleiman Karbaiai

（イラン）

○14－7
Ismail Temiz
（トルコ）

●2－19
Benjamin Peterson

（米国）

●警告
Stelica Morcov
（ルーマニア）

―

100kg級
（15名）

清水　一夫
（大東大）

○8－6
Soukhteh-Saraii
（イラン）

●警告、6'52"
Russell Owen Hellickson

（米国）

○フォール、2'58"
Hans Stratz
（西ドイツ）

●6－9
Dimo Kostov
（ブルガリア）

6位

+100kg級
（15名）

磯貝　頼秀
（ゼネラル石油）

○フォール、1'21"
Carlos Braconi
（アルゼンチン）

●10－13
Harry Garis
（カナダ）

○フォール、2'37"
Mamadou Sakho
（セネガル）

●フォール、3'46"
Jozsef Balla
（ハンガリー）

6位

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 7回戦 順位

48kg級
（15名）

森脇　由晃
（日体大）

●3－4
Gheorghe Berceanu
（ルーマニア）

○フォール、7'10"
Rashid
（イラン）

○フォール、4'00"
S. Valdes
（キューバ）

○8－4
Mitchell Kawasaki
（カナダ）

●フォール、5'25"
Alexej Shumakov

（ソ連）
4位

52kg級
（17名）

平山 紘一郎
（自衛隊）

○警告
B. Tabur
（トルコ）

ＢＹＥ
●13－15
Moradali Shirani
（イラン）

○5－2
Lajos Racz
（ハンガリー）

●警告
Nicu Ginga
（ルーマニア）

○5－3
Vitali Konstantinov

（ソ連）
3位

57kg級
（17名）

菅　芳松
（自衛隊）

○4－3
An Han-Young
（韓国）

●12－16
J. Lipien

（ポーランド）

○5－4
J. Krysta

（チェコスロバキア）

○フォール、2'12"
J. Sade
（米国）

●3－5
Ivan Frgic

（ユーゴスラビア）
4位

62kg級
（17名）

宮原　照彦
（長崎・長町工高教）

○16－5
D. Giuff arida
（イタリア）

○30－4
H. Stupp
（カナダ）

○フォール、4'44"
G. Ghassab
（イラン）

●6－8
Laszlo Reczi
（ハンガリー）

○6－2
Ion Paun

（ルーマニア）
ＢＹＥ

●4－20
Nelson Davidyan
（ソ連）

4位

68kg級
（21名）

小林　武
（自衛隊）

●フォール、6'35"
Kim Haim Yung
（韓国）

○14－2
McPhedran
（カナダ）

●警告
Stefan Rusu
（ルーマニア）

―

74kg級
（18名）

長友　寧雄
（警視庁）

○負傷棄権、5'25"
J. Erdne
（モンゴル）

●警告
G. Ciobotaru
（ルーマニア）

●判定
J. Karlsson
（スウェーデン）

―

82kg級
（17名）

高西　一宏
（和歌山県体協）

●フォール、1'18"
Vladimir 

Tscheboksarov
（ソ連）

○フォール、3'20"
Montazeralzohour
（イラン）

○フォール、6'49"
D. Chandler
（米国）

○15－6
K. Manni

（フィンランド）

●フォール、0'29"
Leif Andersson
（スウェーデン）

6位

90kg級
（13名）

佐藤　貞雄
（徳山大教）

○フォール、2'00"
F. Theobald
（西ドイツ）

●フォール、2'00"
Czeslaw Kwiecinski
（ポーランド）

●フォール、3'55"
Valeri Resanzev
（ソ連）

―

100kg級
（13名）

秋山　安成
（自衛隊）

●警告
F. Albrecht
（東ドイツ）

●フォール、5'40"
Tore Hem
（ノルウェー）

―

+100kg級
（12名）

松永　清志
（日体大）

○警告
S. Mamadov
（セネガル）

●負傷棄権、7'14"
Lee William
（米国）

（以後、負傷棄権） ―

【フリースタイル】

【グレコローマン】


